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ITER 施設の

一
次冷却水 は、核融合 反応 によ り生 じる構造物や 冷却水等

か らの 誘導放射線及び中性子の 減速過程で 生 じる放射線によ っ て 放射線分

解される 。こ の際生 じる 分解生成物は配管の 腐食等 に寄与する恐れが ある

ため、こ の種類や量 を評価し、必要に応じて 生成物を除去する水処理施設

を適切に選定する必要がある 。この ため、配管材料の健全性を評価するた

め に核分裂軽水炉の コ
ード （WREC ）を用 い て 一次冷却水の 放射線分解

生成物の 発生量や 濃度の 変化を求めた。
　解析は 、中性子負荷が最 も厳 しい ブランケ ッ ト冷却系 を対象 とし、各部

の中性子強度分布に応じて 冷却ル ープを 5 つ の ブロ ッ クに分 け評 価 した。
各 プロ ヅ クにおける照射条件及び冷却水の 条件 は、mR の 冷却系 の運 転

条件 とした。解析ケ
ー

ス は mR の 複数の 運転条件 を推定で きる様 に．冷

却ループを水が 1 回循環す る場合 と定 常運転 の 場 合の 2条件 とした。
　水 の放射線 分解を解析す る上で必要な G 値と呼 ばれ る反応系に吸収さ

れた放射線エ ネルギ
ー100eV当た りの 生成分子数につ い て は、放射線の 種

類 によっ て 異な るた め適 切な値 を用 い る 必要が あるが、14MeV 中性子 の

G 値 は これ まで 求め られて い ない 。この た め、東大弥生 炉で 測定 された

2MeV 中性 子の G 値 の LET （単位距離当た りに媒質 （水）に 吸収された

放射線エ ネル ギ
ー
量 ：eV ／ml ＞1）・2）を もとに温度依存性を考慮 し、14MeV

中性子の G 値を推定した 。こ の報告例及びカナダ AECL の 実験結果
3）か

ら高速中性子 照射がプ ロ トン 照射と等価と考え られる ため、高速 イオ ンビ

ーム照射実験 結果 と反跳プ ロ トンの LET か ら重 み付けを して 14MeV 中

性子の G 値を評価した。なお同様の 方法で 2MeV 中性子の G 値を求めた

とこ ろ、過酸化水素を除い て文献値と同等の 値を得るこ とを確認 して いる。
　 上記 の 方法に よ り求めた 14MeV 中性子 の G 値 を用 いて解 析を行 っ た結

果を図 1 に示す。冷却水中の 分解生成物濃度は、予め添加されてい る H2

を 除き 照射時間と共 に増加 するが、照射場  の 出 口側 でほぼ定常にな り放

射線強度の 低い照射場  で 減少に転じて い る 。配管腐食に 寄与する恐れ の

ある 02 濃度は 、PWR の 管理値（e．lppm ；3xltr6rnol／1｝よ り7 桁低い濃度で

ある。これは、冷却水中に予め H2 が添 加されて い るため、水 の放射線分

解に よる 02 の 生成が抑えられるこ とによる e
＝方、H202 濃度は最大で

約 2xlor7mel／1に達 するが PWR とほぼ同等 であり、これ による配管 の腐

食は報告 され てい ない 。従 っ て設計条件 を満たす水質管理の 達 成によ り、
水の 分解生成物 による配管腐食 へ の 影響は小さい と考え られる。
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図 1 冷却水中の化学種濃度の 時間変化 （1回循環）
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OlpB14P ITER ダイバ ータ不純物モニ ターシス テムの 現状と今後の 計画

　光学設計 に際 しては．製作 コス トを低減す るた め、これまで 各淵定視野に 対 して 最

適な軸 外 し球面鏡 を使用 して いた集 光光学系を通常の カセグレン テ レス コ
ー
プへ 変更

す るこ とと した。さらに、入射光量 の 増加を図るため光フ ァイノ｛一前面にマ イク ロ レ

ンズア レイを設置 する構 造 とした。以上の集光光学系 の変更 とボート内で の有効径を

且2。   と して糊 を行 沈 そ鵤 果洛 齪 翻 1こお いて   で要求され

ている空間 分解弊 5。   ）を満 たす こ とが で きた。さらに．上部ポート、水平 ボー
トに設置する光学系の設計統合を行 っ た．上部光￥ 系につ い て は、リモ

ー
トハ ン ドリ

ングのため に設置する剔性パイプ内に光学系を収めるよう光学設計を変更 し為 また、
水平ポ

ー
トにつ い ても他の計測機器との干渉を避けるよ う光学設計を変更 した。以上

の設 計変更後であ っ て も m 三R で 要求され て い る空閲分解能を満足するこ とを確認 し

た。また、感度較正光学系［1］、光軸調整用光学系の光学靉計及びシャ ッ タ
ー

の概念設

計を行い、測定用光学系と共存できる光学配置に設置 できることを確 認した 。
　本システムで使用す る検出器の検討を併せて 行っ た。その結果、光学フィ ルタ

ー
を

使用したフ ィルター分光器には 2 次元ビン ダイオ
ー

ドアレイ検出器を使用 し、高分散
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図　ITER に設置 したダイバ ータ 不純物モ ニ タ ーシス テム の光 学配 置

分光器やスペ ク トロ 線サーベ イ用分光器には高速読み出しの CCD を使用した 2 次元

検出器 と現状市販されて い るデ
ー
タ収集系を組み合わせ るこ とによ り、  で要求

されて い る時間分解能を満たす検出系を構築できることが分かっ た。
　講演では

一
連の設計作業の詳細と今後の 予定 について発表す る。な お、本 研究は、

nER ・皿 m の
一
環として 実施したタス ク （nA 　 5Slo ｝に基 づ くものである。
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